
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 3 回幹事会議事メモ

1 日時：平成 30 年 8 月 30 日(木)10 時 00 分～11 時 00 分 
2 場所：筑波大学 総合研究棟 B1202 
3 出席者：林（会長）、甘利（副会長）、遠藤 

陪席者：阿部、中島、前山（防災科学技術研究所）、平岡（セコム）、石濱、松原（筑波 
大学） （敬称略） 

4 議事 
(1) スリーエム ジャパン株式会社の入会申込について（資料 1, 2）

(2) シンポジウム後援等依頼について（資料 3, 4）
筑波大学の共催について

(3) 共同研究について（資料 5）

(4) 客員教員人事について

(5) シンポジウム当日の会議開催について（案）（資料 6）

(6) 次々回運営委員会の開催機関について

(7) 外部向けウェブサイトについて

(8) その他
NCDR 日本語による文書・会議について
NCDR ポリコムについて
セコム ポリコム貸出について

（配付資料） 
資料 1 スリーエム ジャパン株式会社 事業概要 ··························································· P.1～
資料 2 スリーエム ジャパン株式会社 入会申込書 ······················································· P.5～
資料 3 シンポジウム後援等依頼候補学会等一覧··························································· P.7～
資料 4 コンソーシアムシンポジウム後援依頼状（案） ················································ P.9～
資料 5 林会長意見交換議事メモ ·················································································· P.13～ 
資料 6 シンポジウム当日の会議開催について（案） ················································· P.15～
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資料1スリーエム ジャパン株式会社 事業概要
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資料2
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スリーエム ジャパン株式会社 入会申込書
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A. 優先的に依頼するリスト

学会等名 紹介者（敬称略） URL 備考 後援等依頼状況 広告状況

1 地域安全学会 ⽷井川（筑波⼤ http://isss.jp.net/ 依頼済 なし

2 ⽇本災害情報学会
⽷井川（筑波⼤
学）

http://www.jasdi
s.gr.jp/index.html

依頼済 なし

3 ⽇本⾃然災害学会
⽷井川（筑波⼤
学）

https://www.jsnd
s.org/

依頼済 なし

4 ⽇本災害復興学会
⽷井川（筑波⼤
学）

http://f-
gakkai.net/

依頼済 なし

5 情報処理学会 遠藤（筑波⼤学）
https://www.ipsj.
or.jp/

協賛・後援依頼⽅法が公開さ
れている
https://www.ipsj.or.jp/event
/howto_support_request.ht
ml
「協賛することにより当会会
員が受けられるメリット（参
加費の割引、会員料⾦の適⽤
等）」が聞かれる

依頼状作成中

冊⼦：『情報処理』10⽉
10⽇申込締切、10⽉20⽇
原稿締切、11⽉15⽇発⾏
表4 38万5千円など
メールニュース広告：毎
週⽔曜原稿締切 ヘッダ5
⾏ 5万円

6 電⼦情報通信学会 ⻄出（筑波⼤学）
http://www.ieice.
org/jpn/

後援等依頼に対する許諾ガイ
ドラインが公開されている
http://www.ieice.org/jpn/ab
out/kitei/kyousankouenguid
eline.pdf

未着⼿

冊⼦：『電⼦情報通信学
会誌』9⽉25⽇申込締
切、10⽉1⽇原稿締切、
11⽉1⽇発⾏ 表4 42万
円など

7 ⽇本知能情報ファジィ学会 遠藤（筑波⼤学） http://www.j- 未着⼿ 規程なし

8 ⽇本建築学会
⽷井川（筑波⼤
学）

https://www.aij.o
r.jp/

サイト告知なら
可

メール広告：ヘッダ5⾏ 2
〜5万円

10 エネルギー・資源学会 岡島（筑波⼤学）
http://www.jser.g
r.jp/

依頼状作成中 要問合せ

11 ⽇本エネルギー学会 岡島（筑波⼤学）
https://www.jie.o
r.jp/

下部組織でメーリングリスト
送信可

依頼状作成中
冊⼦；『⽇本エネルギー
学会誌』前付1⾊1⾴ 9
万円余など

13 ⽇本都市計画学会
⽷井川（筑波⼤
学）

http://www.cpij.o
r.jp/

後援〇（⼿続き
終了）

なし

14 ⼟⽊学会
⽷井川（筑波⼤
学）

http://www.jsce.
or.jp/

後援等に関する規程が公開さ
れている
https://www.jsce.or.jp/rules
/files/2-I8.pdf

依頼済
冊⼦：9⽉末原稿締切、
10⽉末発⾏ 表3カラー
45万円など

17
NPO ⽇本ネットワークセ
キュリティ協会

⽢利（セコム）
https://www.jnsa
.org/

未着⼿ なし

B. 上記依頼がうまく進んで余裕があれば依頼するリスト

9 電気学会 岡島（筑波⼤学）
http://www.iee.jp
/

協賛・後援依頼⼿順が公開さ
れている

12 ⽇本LCA学会 岡島（筑波⼤学）
https://www.ilcaj
.org/index.php

15 ⽇本太陽エネルギー学会 岡島（筑波⼤学）
http://www.jses-
solar.jp/

16 ⽇本原⼦⼒学会 古川（筑波⼤学）
http://www.aesj.
net/

※広告は新聞社にも依頼
※ポスターは、リスク⼯学専攻とお付き合いのある200⼤学・⾼専のほか、茨城県市町村、東京都区、消防庁にも送付
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平成 30 年〇月〇日 
〇〇〇〇〇〇〇〇学会

会 長   〇 〇 〇 〇 殿

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

会 長 林  春 男

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 第 1 回シンポジウムの

ご後援について（依頼）

拝啓 貴会ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。

平素より当コンソーシアムの事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、レジリエンス研究教育推進コンソーシアムでは、下記要領により第 1 回シンポジ

ウムを開催いたします。つきましては、貴会のご後援を賜りたく、関係書類を添えてご依頼

申し上げます。何卒ご高配の上ご承諾賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

なお、貴会に費用負担や人的負担など一切のご負担はおかけいたしません。

敬具

記 

１．催し物の概要

・種類 シンポジウム

・名称 レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 第 1 回シンポジウム

安全・安心を創る〜レジリエンス研究教育推進コンソーシアムが目指すもの〜

・趣旨 別紙のとおり。

２．催し物の日時および場所

・日時：平成 30 年 12 月 14 日（金）14 時 00 分～16 時 50 分

・場所：嘉ノ雅 茗渓館 2 階「茗渓」

（〒112-0012 東京都文京区大塚 1-5-23） 

３．後援に伴う負担金  無し

貴会の定める範囲内で、Web 掲載などの広報にご協力くだされば幸いです。 

４．催し物の内容 別紙のとおり。

５．連絡先

下記のとおり。

〒305-8573 茨城県つくば市天王台 1-1-1 
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

事務局 松原 悠

TEL: 029-853-4975 FAX: 029-853-6307 
E-mail: matsubara@risk.tsukuba.ac.jp
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第 1 回シンポジウム 

安全・安心を創る～レジリエンス研究教育推進コンソーシアムが目指すもの～

主催：レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 

後援：（調整中） 

趣旨 

 我が国は世界的な自然災害大国である。「強さ」と「しなやかさ」を兼ね備えた安心・安全な国土・

地域・経済社会、すなわちレジリエンス社会の実現は急務の課題である。本シンポジウムでは、企業、

研究機関、大学の参画により 2017 年 12 月に発会したレジリエンス研究教育推進コンソーシアムに

よる、レジリエンス社会の実現に向けた取り組みを発信する。 

日時 

平成 30 年 12 月 14 日(金)14:00-16:50 

場所 

嘉ノ雅 茗渓館 2 階「茗渓」（東京都文京区大塚 1-5-23） 

第 1 部・第 2 部 参加費無料 

第 1 部 自然・人間社会・サイバー空間に存在するリスクとレジリエンス 

14:00-14:05 開会挨拶 
14:05-14:30 自然災害のリスクに対するレジリエンスの向上 

林 春男（防災科学技術研究所 理事⾧） 
14:30-14:55 日本で起こる事件・事故に深く関わる「世間」という構造 

甘利 康文（セコム株式会社 IS 研究所 リスクマネジメントグループ グループリ
ーダー） 

14:55-15:20 情報通信技術(ICT)の進化とサイバーリスク 
面 和成（筑波大学 システム情報系 准教授） 

15:20-15:50 コーヒーブレイク

第 2 部 レジリエンス社会の実現に貢献する人材育成 

15:50-16:00 コンソーシアムが推進する大学院教育～協働大学院方式による新たな学位プログ
ラム～

遠藤 靖典（筑波大学 システム情報系 教授、リスク工学専攻⾧）
16:00-16:45 コンソーシアム参画機関によるパネルディスカッション
16:45-16:50 閉会挨拶 

情報交換会 

17:30-19:00 （参加費 2,000 円、要事前登録） 

準備の都合上、12 月 2 日(日)までに事前登録をお願いします。 

情報交換会以外は当日参加も可能です。 

登録フォーム：（作成中） 

お問合せ：レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局 r2ec@risk.tsukuba.ac.jp 

029-853-4975 URL：（作成中）
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林 春男

甘利 康文

面 和成

遠藤 靖典



趣旨（詳細版） 

我が国は世界的な自然災害大国である。2011 年には東北地方太平洋沖地震によって数多くの人命

が失われ、今年に入って発生した平成 30 年 7 月豪雨の記憶も未だ生々しい。このような国土に生き

る我々にとっては、「強さ」と「しなやかさ」を兼ね備えた安心・安全な国土・地域・経済社会、す

なわちレジリエンス社会は、可及的速やかに実現させるべき最優先の課題である。このレジリエンス

社会の実現には、これまでにない新たな理論や技術の開発が必要であり、そのためには、産官学を挙

げての取り組みが必要である。 

そこで、各分野をリードしている企業、研究機関、大学が機関の壁を超えて協働し、2017 年 12 月

26 日にレジリエンス研究教育推進コンソーシアムを発会させた。このコンソーシアムは、リスク・

レジリエンスに関する知の一大発信拠点として、リスク・レジリエンス研究の新たな領域を開拓し、

同時にアカデミックなグローバル人材の育成を行うことを目的としている。

本シンポジウムでは、自然・サイバー空間・人間社会の中に存在するリスクについて安心・安全の

観点から講演すると共に、コンソーシアム参画機関同士のパネルディスカッションを通じて、レジリ

エンス社会の実現に向けた本コンソーシアムの取組みを広く社会に発信する。
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シンポジウム当日の会議開催について（案）

12 月 14 日(金) 

（A 案） 
11:00-12:00 幹事会 
12:00-13:30 運営委員会（12:30 昼食提供） 
14:00- シンポジウム 
※2019 年 1 月は運営委員会を開催しない

（B 案） 
12:00-13:30 幹事会（12:30 昼食提供） 
14:00- シンポジウム 

（C 案）（現状案） 
13:00-14:00 幹事会 
14:00- シンポジウム 
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